既設基準点の点検観測
既に設置されている基準点を、ﾄｰﾀﾙステーションにより再度観測して成果値と比較して既知点の異常の有無を点検します。
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――　電子野帳の機種を選択します。
――　電子野帳の観測生データを取り込みます。
――　観測生データ（ダンプリスト）の表示を行います。
――　点検観測手簿を作成します。
――　点検計算・点検比較表を作成します。
――　各種計算結果を表示・出力します。
――　既設基準点の点検観測の終了
１．点検観測の方法

　　　観測には１対回以上の観測が必要です。

２．観測生データの取り込み
電子野帳の機種を選択してから行います。
　　　以下、「電子野帳データ取込」を参照してください。
３．観測生データの表示
　　　以下、「基準点測量トータルシステム、観測生データの表示」を参照してください。
４．点検観測手簿の作成
　　　以下、「基準点測量トータルシステム、観測手簿の作成」を参照してください。
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５．点検観測の計算
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　　作業地域全体の平均標高
　　　　　作業地域全体の平均標高を入力してください。
　　　　　＊ 任意座標系及び既知点に標高がある場合　　　　　省略可
　　作業地域全体の平均ｼﾞｵｲﾄﾞ高
　　　　　作業地域全体の平均ｼﾞｵｲﾄﾞ高を入力してください。
　　　　　＊ 任意座標系の場合　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　省略可
　　　　　＊ 既知点に標高が無くかつ平均標高及び平均ｼﾞｵｲﾄﾞ高を入力しなかった場合、投影補正計算に
誤りが生じますので注意してください。
　　較差の許容値

　　　　　点検値と成果値較差の許容値を入力します。

　　　   ◎ 距 　離 ： ２０ ㎜                  　  　　変更可

　　　　　○ 距 　離 ： 基準面距離（S） / ５０００　m　  　　変更可　　　　　距離の較差はどちらかを選択
　　　　　　　水平角 ： ６０ 秒               　　 　　　 　変更可

　　　　　　　高低差 ： １００ ㎜　　　　　　　　　　　　　  　　　変更可
[image: image4.png]I rEEE




高低差のチェックをはずすと高低差の比較計算は行いません。
＊ 方向角は、ｔ－Ｔ 補正を考慮しています。 （任意座標系＝０ を除く）

＊ 距　離は、基準面上の球面距離です。　（任意座標系＝０ を除く）

＊ 高低差は、両差補正（球差＋気差）を考慮しています。

　　　　　　　・ 地球の曲率半径 ＝ ６３７０ｋｍ

　　　　　　　・ ｋ ＝ ０．１３３
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５．各種結果表示・出力
既設基準点の点検観測で計算された結果を表示・出力します。
　　　＊ （点検値）・（計算値）　「出力」上の注意

　　　　　 　(1).プリンタ設定で、印刷の向きを「A4横」にしてください。
　　　＊ 点検比較表　「出力」上の注意

　　　　　 　(1).プリンタ設定で、印刷の向きを「A4横」にしてください。
　　　　　　 (2).印刷のﾎﾟｲﾝﾄ・ｻｲｽﾞを「８」にしてください。













